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４月の銅マーケットレポート及び５月の見通し(上)  

橋本アルミ（株） 橋本健一郎氏  

大学・公的研究機関と車載用蓄電池の開発・実

用化で豊富な実績を有する蓄電池メーカー、エ

ンドユーザーとなる自動車メーカー等の連携体

制により、学のサイエンスと産のエンジニアリ

ングの知見を融合させることで、技術的なブ

レークスルーの創出を目指す。 

 実用化の目標時期である2030年までのリード

タイムを踏まえると、2020年代前半までに革新

型蓄電池の有望な電池タイプ・構成材料を絞り

込んでセルの基本仕様を固め、電池モジュー

ル・システムの開発フェーズに移る必要があ

り、そのため、本事業終了後に企業における実

用化開発が可能となるところまで研究フェーズ

を移行させることを目指すとしている。 

 プロジェクト名：革新型蓄電池実用化促進基

盤技術開発（RISINGII）、事業期間を2016年度

～2020年度とし、事業総額は150～180億円を予

定している。  

■概況 

前半は、17日のドーハ会議での生産凍結合意に

対する不透明感も手伝い相場を圧迫したこと、

米フィラデルフィア地区連銀総裁、追加利上げ

に踏み切る前に米経済が堅調でインフレ2%に向

かっている証拠が必要、景気次第で年3回の利上

げは可能と発言などのマイナス材料もあった

が、原油がロシアとサウジが産油量据え置きで

意見が一致したとの報に反応し急伸したこと 

昨年11月30日以来の高値の42ドルまで上昇した

事、3月の銅および銅製品の輸入量は57万トンで

前年比39%増で単月輸入量としては過去最高。 

などを受けてＵＰ。 

４月１５日時点で４８８０．５ドル（セツル）

と月初価格より２５ドルＵＰの前半締めとなっ

た。 

後半は、クウェートの石油労働者によるストラ

イキが3日目に突入。供給面で影響が出ているこ

と、ドル安背景からＵＰなどのプラス材料も

あったが、17日のドーハ会合が不調に終わった

ことを受け夜間取引開始直後は8日以来の水準ま

で急落した事、ECBドラギ総裁、ユーロ圏は継続

的な成長が今後も続き、金融状況は幅広く改善

と認識。金融政策は長期にわたり緩和的と発言

との発言を受けて ユーロ安 ドル高などのマ

イナス材料を嫌気しＤＯＷＮ 

５月１３日現在、後半スタート価格から５０ド

ルＤＯＷＮの４７４８ドル。 建値５９万円と

なった。 

■前月の経済指標 

◆月間のドル/円レート（ＴＴＳ） 

113.52 → 109.36（円） 

◆自動車生産台数 

日本自動車工業会によると自動車生産台数は前

年比＋1.2％の88万9501台であった。 

◆自動車販売台数 

日本自動車販売協会連合会によると自動車販売

台数（軽除く）は前年比＋7.2％の21万2713台。 

◆新設住宅着工戸数 

国土交通省統計によると新設住宅着工戸数は前

年比＋8.4%の7万5744戸であった。 

◆貿易関連指標 

輸出 

財務省貿易統計によると輸出は前年比で電気銅

が－3.2％の5万5218ｔ、スクラップが 

＋0％の2万4918ｔ。 

輸入 

輸入は 電気銅が前年比－38.6％の2150ｔ、ス

クラップ ＋39.2％の9760ｔ 

■前月の国内指標 

日本伸銅協会発表の伸銅品生産推移（速報）に

よれば前年比－1.6％の6万8610ｔ 

日本電線工業会発表の出荷速報（推定） 

銅電線出荷量は、前年比－2.5％の6万900ｔで

あった。 

■概況 

【自動車生産】 

３月の四輪車生産台数は889,501台で、前年同月

の878,577台に比べて10,924台・1.2％の増加と

なり、４ヵ月ぶりに前年同月を上回った。 

３月の車種別生産台数と前年同月比は次のとお

り。 

乗用車－757,605台で17,369台・2.3％の増加と

なり、４ヵ月ぶりのプラス。このうち普通車は

462,727台で35,381台・8.3％の増加、小型四輪

車は158,365台で18,266台・13.0％の増加、軽四

輪車は136,513台で36,278台・21.0％の減少。 

トラック－119,980台で6,011台・4.8％の減少と

なり、１１ヵ月連続のマイナス。このうち 

予想レンジ  

ＬＭＥセツル     ４７００－５０００ドル 

           ☂  弱い 

    建値     ５４０－５９０円 

           ☂  弱い 

    為替     １０５～１１０円 

           （１か月間ＴＴＭ）   

           ☂  円高 



日刊金属 平成28年5月20日(金) （2） (第三種郵便物認可） 

 アルミリサイクル総合メーカーのアサヒセイ

レン株式会社（本社＝大阪府八尾市、代表取締

役谷山啓造）は5月14日（土）に名阪ロイヤルGC

においてアサヒGF会を開催した。同会は、商

社、原料問屋、ユーザー、同業メーカー各社が

集い、日頃の懇親を図るとともに心身のリフ

レッシュを目的として1980年3月から開催され、

今回で第95回を迎える。今回は総勢30名が参加

し覇を競った結果、江面 勉（アサヒセイレン

㈱／常務執行役員）が優勝した。主な入賞者は

次の通り。 

▽優勝・江面勉 GROSS：85（44．41）NET：73 

▽２位・香椎直樹氏（㈱加藤昌商店／取締役） 

▽３位・谷山渉力（アサヒセイレン㈱／東京営

業本部次長） ▽ＢＢ・豊川 欽煕氏（㈱ユタ

カ／代表取締役） ▽ＢＧ・多田 宗弘（美原

アルミ工業㈱／代表取締役）GROSS：82（40．

42） 

フジクラ増収で営業利益3割アップ 円安効果やFPCの販売好調が寄与 

普通車は50,180台で4,908台・8.9％の減少、小

型四輪車は33,049台で568台・1.7％の増加。軽

四輪車は36,751台で1,671台・4.3％の減少。 

バス－11,916台で434台・3.5％の減少となり、

４ヵ月連続のマイナス。 このうち大型は1,088

台で37台・3.5％の増加、小型は10,828台で471

台・4.2％の減少。 

３月の国内需要は635,901台で、前年同月比

8.6％の減少であった。 

（うち乗用車532,468台で前年同月比9.3％の減

少、トラック100,754台で同5.0％の減少、バス

2,679台で同5.1％の増加。） 

 輸出は前年同月比1.8％の増加。（実績） 

※後半は来週以降の紙面にて掲載させていただ

きます。 

 タツタ電線の16年3月期連結決算は、売上高が

前期比4.6％減の525億1000万円、営業利益が

17.7％減の44億2400万円、経常利益が16.6％減

の45億5700万円、当期純利益が11.9％減の29億

5200万円となった。 セグメントごとの業績は

次の通り（カッコ内は前期比）。 

 ▽電線・ケーブル事業＝電力向け需要が回復

基調となったが、建設・電販関連向けが販売減

となったことや、銅価格が前年度比で低位推移

したことが影響した。売上高は304億8800万円

（1.8％減）。引き続き販売構成の改善や操業の

効率化に努めたことで、営業利益は8億9000万円

（69.9％増）となった。▽電子材料事業＝主要

製品のスマートフォン等携帯端末向け機能性

フィルムの競争環境激化に伴う販売価格低下に

より、売上高は203億6400万円（9.6％減）。ま

た、販売価格低下や、仙台工場の買収・立上げ

のための一時的費用の計上等で、営業利益は41

億7300万円（21.8％減）となった。▽その他＝

機器システム事業、環境分析事業、光部品事業

は概ね堅調に推移。医療機器向け製品の販売も

伸びた。売上高は16億8200万円（14.5％増）、

営業利益は2億800万円（1.6％増）。 

 17年3月期の連結業績予想として売上高2.9％

減の510億円、営業利益9.6％減の40億円、経常

利益12.2％減の40億円、当期純利益6.9％減の27

億5000万円としている。 

タツタ電線決算 営業利益17.7％減 電子材料事業の販価低下が影響 

第95回アサヒGF会開催 

 フジクラの16年3月期連結決算は、為替の円安

推移や、エレクトロニクスカンパニー関係の製

品の需要増が寄与して、売上高が前期比2.6％増

の6785億2800万円、営業利益が30.1％増の326億

3200万円、経常利益が16.8％増の246億2900万

円、当期純利益が7.2％減の113億1700万円と

なった。セグメント別の業績は次の通り。 

 ▽エネルギー・情報通信カンパニー＝エネル

ギー事業部門では銅価下落などの影響で減収と

なったが、情報通信事業部門が為替の影響で好

調だったため、売上高は3641億円（0.6％減）、

営業利益は157億円（34.1％増）。▽エレクトロ

ニクスカンパニー＝主にFPC（フレキシブルプリ

ント配線板）が好調だった。売上高1611億円

（14.7％増）、営業利益120億円（74.0％増）。

▽自動車電装カンパニー＝中国顧客の減産など

の影響から、売上高は1358億円（2.4％減）、営

業利益は23億円（45.1％減）。▽不動産カンパ

ニー＝同社の旧深川工場跡地再開発事業である

「深川ギャザリア」の賃貸収入などで、売上高

107億円（0.4％増）、営業利益53億円（5.7％

増）。 

 17年3月期の連結業績予想は、FPCを中心にエ

レクトロニクスカンパニーの増収などで、売上

高6900億円（前年度比1.7％増）、営業利益280

億円（14.2％減）、経常利益250億円（1.5％

増）、当期純利益150億円（32.5％増）としてい

る。  


